
問 市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２－２１１１　内線１２１３）

　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。 　

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

　「ふるさと納税」制度は、市の貴重な財源であり、
市の特産品を全国へ PRできるため地域の活性化に
つながっています。
　このコーナーでは、本市へ寄付いただいたふるさ
と納税寄付額と件数、寄付と共に寄せられたメッ
セージを抜粋して紹介します。

どぎゃんね
ふるさと人吉応援メッセージ

　問合せ　市商工観光課商工係
　　　　　（☎２２－２１１１　内線２１３３）

市防災課防災係
（☎２２－２１１１　内線３２４１）

市地域防災官市地域防災官

深江 政友深江 政友

市地域防災官による災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。地域
防災官の

　フレイルとは、加齢に伴って心身の活力が低下した
状態のこと。健康な体を維持するためにフレイル予防
を始めてみませんか。

No.14

「介護予防サポーター養成講座」受講生募集！
　市では、地域の元気を生み出す「介護予防サポー
ター」の養成講座を開講します。
　介護予防サポーターとは、講座受講後に地域の
サロンや老人会などで楽しく元気になるような介
護予防体操や頭の体操、介護予防の知恵を広げる
活動をしていただく人です。
　自分が元気でいるために、そして地域の皆さん
が元気になるように、養成講座で " 知恵と技 " を
学んでみませんか？

講座概要
期間
９月６日～ 11月８日の毎週火曜日（全９回）
時間　午後１時 30分～（２時間程度）
　　　※ 11月１・８日は午前 10時～正午
場所　市役所２階 201 会議室
対象者　なるべく全講座に参加でき、やる気のあ
る人（経験の有無は問いません）
定員　20人程度
※申し込みが多い場合は、抽選です。
受講料　500 円（テキスト代）
申込方法　電話か市高齢者支援課（市役所１階６
番窓口）で申し込んでください。

申込期限　８月５日（金）

今月のテーマ あ  たらしいサポーターを待っています「し・に・あ」の " あ "No.14
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一さん（31）　南泉田町

所在地：西間下町 172 番地１
設立：明治 28 年８月
代表者：岩本 泰一
従業員数：118 人
事業内容：OA 機器や通信機器の販
売・メンテナンス
☎２３－５１６１

　OA機器や通信機器の販売・メンテナンスなどを行ってい
る会社です。私はコスト削減や業務効率化の提案として、お
客さまへ複合機などの紹介やサポートをする営業を担当して
います。幼い時からなじみのあった文尚堂で働きたいと思い
入社し、現在８年目です。
　仕事では失敗を恐れず挑戦し続けることを心掛けていて、
会社もそれを応援してくれます。やりがいは、お客さまの困
りごと解決の手助けができたときです。変化のスピードが速
い業界なので、今後も商材の勉強などをしてお客さまの要望
に合った提案ができるよう精進していきます。

No.10

過去の災害を振り返り、備える

斜面崩壊による土砂災害でした。安
あ き

芸郡熊野町で
は住宅の裏山が崩れ12人が亡くなり、広島市安
芸区でも20棟の住宅が倒壊。呉

くれ

市では土砂崩れ
などで24人が亡くなっています。この他、近畿
や四国、九州の各地でも顕著な水害や土砂災害が
発生しました。
　このように、広い範囲で甚大な被害を出した西
日本豪雨災害ですが、こうした災害は全国各地で
毎年のように発生しています。私たちも２年前に
豪雨災害を経験し、尊い命を失いました。現在の
気象環境からすると、いつどこで同じような豪雨
に襲われてもおかしくありません。被害を減らす
ためにも、過去の災害を振り返り自分自身の意識
を高め、避難スイッチを入れる心構えをしましょ
う。

　梅雨も半ばに入りました。危険な梅雨末期を迎
える前に過去の災害を振り返り、これから起こり
得る豪雨災害に向け意識を高めておきましょう。
今回は、西日本豪雨災害についてお話しします。
　西日本豪雨災害は、平成30年７月５日から８
日にかけて西日本を中心に記録的豪雨が続いたこ
とで起こった大災害です。
　７月の初め、北海道に停滞していた梅雨前線が
太平洋高気圧の後退とともに南下し、その後西日
本付近に停滞。そこに南から湿った空気が流れ込
んだため、西日本から東海にかけて広い範囲で連
日大雨が降り続きました。この大雨で、岡山県倉
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田川の堤防が決壊して広範囲で
浸水。真備町だけで51人が亡くなっています。
　広島県でも、各地で浸水や土砂崩れによる被害
が相次ぎ、とりわけ被害が拡大したのは土石流や

過去の災害から学び、
早めに避難を！

◎５月に寄せられた寄付
887 件　1,744 万円

● 毎年梅雨のシーズンになると、人吉市に被害があ
りませんようにとお祈りしています。（三重県）
● 先日、観光で人吉市に行きました。泊まった旅館
の温泉は止まっており、また肥薩線やくま川鉄道
も完全復旧しておらず、いまだ豪雨の影響が残っ
ていると強く感じました。（千葉県）
● コロナが収束したら遊びに行きます。（栃木県）
● 夏目友人帳が大好きです。今回ニャンコ先生を見
つけたので応援納税です！（神奈川県）
● 人吉の皆さんの復興への取り組みを応援していま
す。これからも一歩一歩前に進んでいってくださ
い。（千葉県）
● また SL 人吉に乗れる日を待っています。（神奈
川県）
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